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設定前準備

1.コラボフローでフォーム、経路などを設定します。

2.コラボフローで、システム管理エリアの環境設定で、kintoneと関連付けするために「REST API」
を設定します。

事前にコラボフローのインストールが必要です
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設定前準備

3.kintoneアプリで、申請書類で入力する項目を作成します。

4.kintoneアプリで、プラグインを設定します（次頁以降）。
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kintoneへのインストール手順

①kintone画面右上の歯車マークをクリック

②kintoneシステム管理をクリック

①

②

③

③プラグインをクリック

④ ④読み込むをクリック

⑤
⑥

⑤参照をクリックし、ダウンロードしたプラグインを選択

⑥読み込むをクリック

参考：kintoneヘルプ（https://jp.cybozu.help/k/ja/）

kintone ヘルプ > 管理者ヘルプ > プラグインの管理 > プラグインを追加／削除する（システム管理）

⑦

⑦「読み込んだプラグイン」項目に当該プラグインが
表示されているか確認してください

※画像のプラグインは例です

https://jp.cybozu.help/k/ja/
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アプリへの設定手順

①

①プラグインを設定するアプリを開き
画面右の歯車マークをクリック

②

②設定タブをクリック

③

③プラグインをクリック

④

④＋追加するをクリック

⑤

⑤表示されたプラグインから
アプリに設定したいプラグイン
の左側に☑を入れ画面右下の
「追加」ボタンをクリックする

⑥

⑥追加されたプラグインの歯車マーク
をクリックし、プラグインの設定に進む



プロダクトキー設定方法

※初回設定時にプロダクトキーが表示されますので、忘れないよう保管してください。プロダクトキーが
わからなくなってしまった場合は、サポートへお問い合わせいただきドメインをお知らせください。

プロダクトキーは保存時に自動生成されます。
プラグインを複数アプリに適用する場合、生成されたプロダクトキーをコピーし貼り付けて保存してください。
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設定項目 コラボフロー連携用の接続設定

コラ
ボフ
ロー
連携
用の
接続
設定

APIエンドポイント

コラボフローのREST APIを呼び出す時に必要
なベースURLを入力します。コラボフローのシ
ステム環境エリアから、環境設定 > REST API 
で確認できます。

APIキー
クライアント別のAPIキーを入力します。環境
設定 > REST APIのクライアント一覧で確認で
きます。該当するものがない場合は作成します。

コラボフローアプリ
ケーションコード

kintoneで呼び出すコラボフローアプリを指定
します。システム環境エリアから、アプリ管理
を選択すると一覧表示されます。

コラボ
フロー
経路を
指定

経路ID
経路取得ボタンを押すと表示される一覧から選
択します。

タイトル コラボフローで設定された内容が自動で反映

説明 コラボフローで設定された内容が自動で反映

※コラボフローと連携させるには、現在のログイン
ユーザーのログイン名と同一のユーザーIDが、コラ
ボフローに登録されている必要があります。また、
kintone側で承認を行う場合は、経路に設定されて
いるユーザーも登録する必要があります。

APIエンドポイント、APIキー、コラ
ボフローアプリケーションコードを
入力して経路取得を押すと、経
路ID一覧が表示されます。
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設定項目 連携項目の設定

※パーツIDは、コラボフローの
アプリ設定 > 経路設定 で経路を選び、申請書
類をクリックして開くダイアログで確認できる

連携に必要なIDが入る
フィールドを指定。ない場合
は作っておく。データは自
動で作成される。

文書のタイトルが入る
フィールド。ない場合は
作っておく。申請時、必ず
値が必要。

kintoneのフィールドと連動さ
せたいコラボフローのパーツ
IDを入力。

コラボフローの経路
アイテム設定画面
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設定項目 コラボフロー用一覧設定 申請中リスト 

作成ボタンを押すと
ビューが作成される。

任意の一意な名称。

一覧に表示させる項目
を選択し、必要に応じ
て列幅や文字位置を設
定する。
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設定項目 コラボフロー用一覧設定 承認処理リスト 

作成ボタンを押すと
ビューが作成される。

任意の一意な名称。

一覧に表示させる項目
を選択し、必要に応じ
て列幅や文字位置を設
定する
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プラグイン適用イメージ 新規作成→申請

申請を押す。

レコードを新規作成し、
必要項目を入力して保
存を押す。

休暇申請の例
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プラグイン適用イメージ 申請中の一覧

kintoneで作成した申請書は表示されますが、コラボフローで作成した申請書は表示されません
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詳細画面
（次頁）

プラグイン適用イメージ 申請中の詳細内容
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決裁



プラグイン適用イメージ 申請中の詳細
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プラグイン適用イメージ 承認処理

15



期限切れについて

トライアル期限や、契約期日を超過してご利用の場合、アプリの一覧画面で下記ダイアログが表示され
アプリを利用することができません。
その場合、アプリからプラグインを削除するか、ご契約の更新をお願いいたします。
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注意事項

・ゲストスペースに対応しています。

・セキュアアクセスに対応しています。

・SAML認証に対応しています。

・Basic認証に対応しています。

・LGWAN環境に対応していません。

・申請が差し戻された場合、再申請はできません。
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